
平成３１年３月１８日開催

由利本荘市農業委員会総会議事録

由 利 本 荘 市 農 業 委 員 会
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由利本荘市農業委員会総会（平成３１年第３回）議事録

１．開催日時 平成３１年３月１８日（月曜日）午後２時３０分

２．開催場所 本荘由利広域行政センター「学習ホール」

３．出席委員（２３名）

１番 小 松 忠 彦 １３番 佐 藤 秀 孝

２番 熊 谷 正 博 １５番 小 松 幸 夫

３番 遠 藤 幸 男 １６番 大 場 弥 吉

４番 眞 坂 平 通 １７番 佐 藤 喜 勝

５番 冨 樫 公 一 １８番 岡 部 五一郎

６番 石 井 勲 １９番 古 関 幸 子

７番 庄 司 和 夫 ２０番 佐々木 純 一

８番 佐 藤 崇 ２１番 齋 藤 誠

９番 畑 山 留美子 ２２番 佐々木 知 榮

１０番 佐々木 亨 ２３番 佐 藤 和 子

１１番 佐 藤 俊 和 ２４番 佐 藤 系 悦

１２番 大 瀧 浪 雄

４．欠席した委員（１名）

１４番 小 野 眞 一

５．議事日程第１号 平成３１年３月１８日 午後２時３０分開会

第１．議事録署名委員指名

第２．会議書記任命

第３．会期決定

第４．会務報告

第５．議案第19号 農地法第３条の規定による使用貸借権設定の件

第６．議案第20号 農地法第３条の規定による所有権移転の件

第７．議案第21号 農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定の件

第８．議案第22号 農業経営基盤強化促進法に基づく所有権移転の件

第９．議案第23号 農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく農用地利用配分計画

（案）の作成の件

第10．議案第24号 農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく利用権移転の件

第11．議案第25号 農地法第５条第１項の規定による使用目的変更に伴う使用貸借権設定

の件

第12．議案第26号 農地法第２条第１項の農地に該当しない旨（非農地）の判断について

第13．議案第27号 利用状況調査の結果による非農地の判断について

第14．議案第28号 由利本荘農業振興地域整備計画の変更案に対する意見について

第15．議案第29号 平成３１年度下限面積（別段の面積）について

６．本日の会議に付した事件

議事日程第１号のとおり

７．出席した事務局職員

事務局長 松 永 剛、 次 長 柳 田 保、

農地班長 小 松 正 広、 主席主査 佐々木 淳、

主 査 釜 台 勇 樹、 主 任 佐々木 智 慧、

主任(矢島庶務班) 佐々木 彩、 班長(岩城庶務班) 佐 藤 佳 紀、
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主事(由利庶務班) 須 田 大 貴、 主事(大内庶務班) 佐 藤 明 良、

主事(東由利庶務班) 高 橋 直 希、 主事(西目庶務班) 髙 橋 菜 摘、

主事(鳥海庶務班) 木 内 駿 佑

８．総会議長

佐 藤 系 悦

９．議事録署名委員

１８番 岡 部 五一郎

１９番 古 関 幸 子

10．会議の概要

○議長

これより、平成３１年３月１日公示招集されました、平成３１年第３回総会を開会いたしま

す。ただいまの出席委員は、委員総数２４名中２３名であります。

１４番・小野眞一委員より欠席の届出があります。

出席委員は、過半数に達しております。よって、本日の会議は成立いたしました。

また、本日の総会には、農地利用最適化推進委員も出席しておりますのでご報告いたします。

本日の提出案件は、議案第１９号から議案第２９号までの計１１件であります。

○議長

それでは、これより議事に入ります。本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。こ

れに、ご異議ございませんか。

【「異議なし」の声あり】

ご異議ないものと認めます。

よって、本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長

日程第１、「議事録署名委員の指名」を行います。会議規則第１２条の規定に基づき、議事

録署名委員に、１８番・岡部五一郎委員、１９番・古関幸子委員の両名を指名いたします。

○議長

日程第２、「会議書記」には、事務局職員を任命いたします。

○議長

日程第３、「会期決定」の件を議題といたします。お諮りいたします。本日の会議の会期は、

本日１日限りと決して、これに、ご異議ございませんか。

【「異議なし」の声あり】

ご異議ないものと認めます。

よって、本日の会議の会期は、本日１日限りと決定いたしました。

○議長

日程第４、「会務報告」を事務局より報告いたします。

○事務局長

（会務報告を朗読して説明する）

○議長

日程第５、議案第１９号「農地法第３条の規定による使用貸借権設定の件」を議題とし、事

務局より説明を求めます。
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○事務局（大内・西目）

（各地域ごとに、議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、申請事由は農業者年金受給に伴う

経営移譲の再設定である旨述べ説明する）

○議長

ここで、事務局より農地法に基づく説明を求めます。

○事務局

ただいま説明いたしました案件につきましては、農地法第３条第２項の各号に該当しないた

め、許可要件のすべてを満たしております。よろしくお願いいたします。

○議長

議案第１９号の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見ござ

いませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第１９号は、申請が適法と認め、許可することに賛成の諸君の挙手

を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第１９号は、申請が適法と認め、許可することに決定いたしました。

○議長

日程第６、議案第２０号「農地法第３条の規定による所有権移転の件」を議題とし、事務局

より説明を求めます。

○事務局（大内・東由利）

（各地域ごとに、議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、申請事由は贈与又は遺贈である旨

述べ説明し、贈与税の税制上の取り扱い及び遺贈の申請に至った経緯等を補足する）

○議長

ここで、事務局より農地法に基づく説明を求めます。

○事務局

ただいま説明いたしました案件につきましては、農地法第３条第２項の各号に該当しないた

め、許可要件のすべてを満たしております。よろしくお願いいたします。

○議長

議案第２０号の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見ござ

いませんか。

【１０番手を挙げる】

○議長

１０番・佐々木亨委員。

○１０番（佐々木亨委員）

譲渡人が亡くなっている場合、法定相続人による申請になるのではないかと思うのですが、

この案件は遺贈のため譲受人の単独申請となっています。どういった経緯なのか説明をお願い

します。
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○議長

事務局。

○事務局（東由利）

このたびの申請は故人の遺言による故人の姉への特定遺贈です。遺贈には包括遺贈と特定遺

贈の２種類があり、法定相続人に相続させないで、法定相続人以外の方に特定遺贈する場合は

農業委員会の許可が必要になります。亡くなった方の遺言により遺贈するわけですので、譲渡

人の欄には法定相続人の方のお名前は記載せずに、譲受人の単独申請となっています。

○議長

暫時休憩いたします。

【休憩】

○議長

会議を再開いたします。

１０番いかがですか。他にございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２０号は、申請が適法と認め、許可することに賛成の諸君の挙手

を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２０号は、申請が適法と認め、許可することに決定いたしました。

○議長

日程第７、議案第２１号「農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定の件」を議題としま

すが、本議案の１番につきましては、２３番・佐藤和子委員が関係する事案でありますので、

農業委員会等に関する法律第３１条の規定に基づき退席していただきます。

暫時休憩いたします。

【佐藤和子委員退席】

○議長

会議を再開いたします。

議案第２１号１番につきまして、農業経営基盤強化促進法に基づく説明を含めて、事務局よ

り説明を求めます。

○事務局（本荘）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、賃借権の新規、期間は５年である旨述べ、「こち

らの計画の内容につきましては、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各号を満たしてお

ります」と説明する）

○議長

議案第２１号１番の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見

ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２１号１番は、原案どおり承認することに、賛成の諸君の挙手を

求めます。

【挙手全員】
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挙手全員であります。

よって、議案第２１号１番は、原案どおり承認することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

【佐藤和子委員着席】

○議長

会議を再開いたします。

次に、本議案の２番につきましては、４番・眞坂平通委員が関係する事案でありますので、

農業委員会等に関する法律第３１条の規定に基づき退席していただきます。

暫時休憩いたします。

【眞坂平通委員退席】

○議長

会議を再開いたします。

議案第２１号２番につきまして、農業経営基盤強化促進法に基づく説明を含めて、事務局よ

り説明を求めます。

○事務局（大内）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、賃借権の新規、期間は１０年である旨述べ、「こ

ちらの計画の内容につきましては、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各号を満たして

おります」と説明する）

○議長

議案第２１号２番の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見

ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２１号２番は、原案どおり承認することに、賛成の諸君の挙手を

求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２１号２番は、原案どおり承認することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

【眞坂平通委員着席】

○議長

会議を再開いたします。

次に、本議案の３番につきましては、６番・石井勲委員が関係する事案でありますので、農

業委員会等に関する法律第３１条の規定に基づき退席していただきます。

暫時休憩いたします。

【石井勲委員退席】

○議長

会議を再開いたします。

議案第２１号３番につきまして、農業経営基盤強化促進法に基づく説明を含めて、事務局よ

り説明を求めます。

○事務局（大内）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、賃借権の再設定、期間は５年である旨述べ、「こ

ちらの計画の内容につきましては、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各号を満たして
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おります」と説明する）

○議長

議案第２１号３番の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見

ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２１号３番は、原案どおり承認することに、賛成の諸君の挙手を

求めます。

【挙手多数】

挙手多数であります。

よって、議案第２１号３番は、原案どおり承認することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

【石井勲委員着席】

○議長

会議を再開いたします。

次に、議案第２１号４番から８３番までにつきまして、事務局より説明を求めます。

○事務局（本荘・矢島・由利・大内・東由利・西目・鳥海）

（各地域ごとに、議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、賃借権又は使用貸借権の新規又は

再設定、期間は１年又は２年又は３年又は５年又は６年又は８年又は１０年又は２０年である

旨述べ説明する）

○議長

ここで、事務局より農業経営基盤強化促進法に基づく説明を求めます。

○事務局

ただいま説明いたしました計画の内容につきましては、農業経営基盤強化促進法第１８条第

３項の各号を満たしております。よろしくお願いいたします。

○議長

議案第２１号４番から８３番までの説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。

ご質問・ご意見ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２１号４番から８３番までは、原案どおり承認することに、賛成

の諸君の挙手を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２１号４番から８３番までは、原案どおり承認することに決定いたしました。

○議長

日程第８、議案第２２号「農業経営基盤強化促進法に基づく所有権移転の件」を議題とし、

農業経営基盤強化促進法に基づく説明を含めて、事務局より説明を求めます。

○事務局（矢島）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、農業公社を介する案件である旨述べ、「こちらの

計画の内容につきましては、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各号を満たしておりま

す」と説明する）
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○議長

議案第２２号の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見ござ

いませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２２号は、原案どおり承認することに、賛成の諸君の挙手を求め

ます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２２号は、原案どおり承認することに決定いたしました。

○議長

日程第９、議案第２３号「農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく農用地利用配分計

画（案）の作成の件」を議題としますが、本議案の１番につきましては、１０番・佐々木亨委

員が関係する事案でありますので、農業委員会等に関する法律第３１条の規定に基づき退席し

ていただきます。

暫時休憩いたします。

【佐々木亨委員退席】

○議長

会議を再開いたします。

議案第２３号１番につきまして、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく説明を含め

て、事務局より説明を求めます。

○事務局（大内）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、賃借権の新規、期間は１０年である旨述べ、「こ

ちらの計画の内容につきましては、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第４項の各

号を満たしております」と説明する）

○議長

議案第２３号１番の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見

ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２３号１番は、原案が適当と認め、異存ない旨の意見を付して由

利本荘市長に送付することに、賛成の諸君の挙手を求めます。

【挙手多数】

挙手多数であります。

よって、議案第２３号１番は、原案が適当と認め、異存ない旨の意見を付して由利本荘市長

に送付することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

【佐々木亨委員着席】

○議長

会議を再開いたします。

次に、議案第２３号２番から４番までにつきまして、事務局より説明を求めます。

○事務局（本荘・矢島・由利）

（各地域ごとに、議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、賃借権又は使用貸借権の新規、期
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間は１０年又は２０年である旨述べ説明する）

○議長

ここで、事務局より農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく説明を求めます。

○事務局

ただいま説明いたしました計画の内容につきましては、農地中間管理事業の推進に関する法

律第１８条第４項の各号を満たしております。よろしくお願いいたします。

○議長

議案第２３号２番から４番までの説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご

質問・ご意見ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２３号２番から４番までは、原案が適当と認め、異存ない旨の意

見を付して由利本荘市長に送付することに、賛成の諸君の挙手を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２３号２番から４番までは、原案が適当と認め、異存ない旨の意見を付して

由利本荘市長に送付することに決定いたしました。

○議長

日程第１０、議案第２４号「農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく利用権移転の件」

を議題としますが、本議案につきましては、１０番・佐々木亨委員が関係する事案であります

ので、農業委員会等に関する法律第３１条の規定に基づき退席していただきます。

暫時休憩いたします。

【佐々木亨委員退席】

○議長

会議を再開いたします。

議案第２４号につきまして、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく説明を含めて、

事務局より説明を求めます。

○事務局（大内）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、賃借権の移転、期間は８年である旨述べ、「こち

らの計画の内容につきましては、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第４項の各号

を満たしております」と説明する）

○議長

議案第２４号の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見ござ

いませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２４号は、原案が適当と認め、異存ない旨の意見を付して由利本

荘市長に送付することに、賛成の諸君の挙手を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２４号は、原案が適当と認め、異存ない旨の意見を付して由利本荘市長に送

付することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。
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【佐々木亨委員着席】

○議長

会議を再開いたします。

日程第１１、議案第２５号「農地法第５条第１項の規定による使用目的変更に伴う使用貸借

権設定の件」を議題とし、はじめに１番につきまして、事務局より説明を求めます。

○事務局（矢島）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、以下のとおり説明する）

２２ページをご覧ください。申請地は鳥海高原サイクリングターミナルやまゆりから南へ約

２．３ｋｍに位置します。農地区分は農用地区域内農地です。

転用事業の概要ですが、申請者のＮＰＯ法人は、桃野や南由利原の畑地において、耕作放棄

地の解消を図り、農地の再生を行い、菜の花やソバの作付け等を行っている非営利団体です。

毎年申請地近隣において鳥海高原菜の花まつりを開催していますが、会場周辺に来場者の駐車

場がなく、通行面など運営に支障が出ないよう臨時駐車場にしたいものです。

申請地は他の農地に与える影響が少ない場所に位置し、会場へのアクセスや事業面積を勘案

し、申請地周辺の非農地箇所を含めて検討した結果、当該農地以外に代替する土地が認められ

ず、やむを得ず選定したものです。用地造成は行わず現状のまま利用しますが、低圧作業で整

地します。農地への復元計画については、トラクター・ロータリーで耕起します。資金計画に

ついては全額自己資金です。これは通帳の写しで確認しました。

申請地は、立地基準上は農用地区域内農地に区分され、原則として許可できませんが、不許

可の例外である「仮設工作物の設置その他の一時的な利用及び農業振興地域整備計画の達成に

支障を及ぼすおそれがないと認められるものであること」に該当します。

以上により、農地区分等の立地基準、転用目的等の一般基準からみても許可相当と判断しま

す。なお、本案件については、申請面積が３０ａを超えるため、秋田県農業会議の意見聴取の

対象になります。本総会で許可相当と決定した場合は、秋田県農業会議に諮問のうえ、許可相

当の答申があり次第許可することになります

○議長

議案第２５号１番の説明が終わりました。これより現地調査を行った結果につきまして、ご

報告をお願いいたします。

調査員、９番・畑山留美子委員。

○９番（畑山留美子委員）

去る３月１２日午前９時より、私と佐々木知榮委員、事務局の佐々木主任の３人で現地調査

を行ってきました。

２２ページ及び２３ページをご覧ください。積雪のため現地までの道路が通行止めになって

いたことから、降雪前の１１月１３日に確認した現地写真とともに、前年の農地転用申請の状

況等を確認しました。

申請地の北側と西側は農地、非東側と南側は農道となっています。被害防除計画では汚水及

び生活雑排水は発生しません。雨水は敷地内に側溝を配置し既設排水路に排水します。また、

隣接地との間に２ｍ程度の緩衝地を設けます。農地への復元期間として平成３１年６月９日か

ら３０日までを予定しており、農地として利用できるよう復元する計画です。

以上により、周辺農地にかかる営農条件への支障は問題ないものと確認してきました。

○議長

ご苦労さまでした。

次に、議案第２５号２番につきまして、事務局より説明を求めます。

○事務局（西目）
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（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、以下のとおり説明する）

２４ページをご覧ください。申請地は由利本荘市役所西目総合支所から南西へ約９００ｍに

位置します。農地区分は、概ね１０ｈａ以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であるこ

とから第１種農地と判断します。

転用事業の概要ですが申請者は現在、市内のアパートに居住していますが、子どもも大きく

なり住居も手狭となったことから、父所有の農地を借受け自己所有の住宅を新築しようとする

ものです。申請地は国道付近で交通の便も良く、利便性も高いことから適地として選定されま

した。

申請地は第１種農地であるため、他に目的を達成できる土地がないか、申請地周辺の非農地

箇所を含めて検討した結果、事業に必要な面積が確保できないことや地権者との折り合いがつ

かないこと等、代替地としての取得が困難であり当該農地以外に代替する土地が認められず、

やむを得ず選定したものです。資金計画については自己資金及び借入資金です。これは預金通

帳の写しと融資の事前審査書類で確認しました。

申請地は、立地基準上は第１種農地に区分されると判断され、原則として許可できませんが、

不許可の例外である「住宅その他申請に係る土地の周辺の地域において居住する者の日常生活

上または業務上必要な施設で集落に接続して設置されるもの」に該当します。

以上により、農地区分等の立地基準、転用目的等の一般基準からみても許可相当と判断しま

す。なお、本案件については、申請面積が３０ａを超えませんが、第１種農地で転用目的が「農

業生産に関連する施設」以外のものに該当するため、秋田県農業会議の意見聴取の対象になり

ます。本総会で許可相当と決定した場合は、秋田県農業会議に諮問のうえ、許可相当の答申が

あり次第許可することになります。

○議長

議案第２５号２番の説明が終わりました。これより現地調査を行った結果につきまして、ご

報告をお願いいたします。

調査員、２１番・齋藤誠委員。

○２１番（齋藤誠委員）

去る３月６日午前９時より、私と三浦善信推進委員、事務局の髙橋主事の３人で現地調査を

行ってきました。

２５ページの配置図をご覧ください。申請地の北側、東側及び西側は畑、南側は道路となっ

ていました。被害防除計画では、申請地東側の一部にＬ型擁壁を設置し、隣接地への土砂流出

を防ぎます。汚水・生活雑排水は申請地南東側市道の既設管から排水します。雨水は自然流下

し南東側市道へ排水します。

以上により、周辺農地にかかる営農条件への支障は問題ないものと確認してきました。

○議長

ご苦労さまでした。

ただいまの議案第２５号の事務局説明、現地調査報告につきまして、ご質問・ご意見を承り

ます。ご質問・ご意見ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

事務局説明のとおり、議案第２５号は、秋田県農業会議の意見を必要とする議案であります。

お諮りいたします。議案第２５号は、申請が適法と認め、許可相当とし、秋田県農業会議に

諮問することに賛成の諸君の挙手を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２５号は、申請が適法と認め、許可相当とし、秋田県農業会議に諮問のうえ、

許可相当の答申があり次第、許可することに決定いたしました。
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○議長

日程第１２、議案第２６号「農地法第２条第１項の農地に該当しない旨（非農地）の判断に

ついて」を議題とし、事務局より説明を求めます。

○事務局（本荘）

（議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、以下のとおり説明する）

２６ページをご覧ください。申請地は６筆とも山林や原野などに囲まれた農地で、約３０年

以上前より耕作を行っておらず、現在は全体的に雑木や笹竹、雑草が生い茂っています。

このため、農地に復元するための条件整備が著しく困難であると判断され、農地法第２条の

農地に該当しないものと思われます。

○議長

議案第２６号の説明が終わりました。これより現地調査を行った結果につきまして、ご報告

をお願いいたします。

調査員、５番・冨樫公一委員。

○５番（冨樫公一委員）

去る３月１３日午前９時より、私と金清二推進委員、事務局の小松班長と佐々木主席主査の

４人で現地調査を行いました。

現地は、事務局から説明のあったとおり、笹竹や雑木が繁茂し、山林原野となっておりまし

た。

このため農地への復元は困難であり、農地法第２条の農地に該当しないものと確認して参り

ました。

○議長

ご苦労さまでした。

ただいまの議案第２６号の事務局説明、現地調査報告につきまして、ご質問・ご意見を承り

ます。ご質問・ご意見ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２６号は、農地法第２条第１項の農地に該当しないと判断するこ

とに賛成の諸君の挙手を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２６号は、農地法第２条第１項の農地に該当しないと判断することに決定い

たしました。

○議長

日程第１３、議案第２７号「利用状況調査の結果による非農地の判断について」を議題とし、

事務局より説明を求めます。

○事務局（本荘・岩城・由利・東由利・西目・鳥海）

（各地域ごとに、議案書に基づいて取扱件数を述べ朗読し、以下のとおり説明する）

このたびの案件は平成３０年度の農地パトロールで再生利用が困難と見込まれる農地と確認

されたものであり、いずれも農地に復元するための条件整備が著しく困難であると判断され、

農地法第２条の農地に該当しないものと思われます。

また、１月に開催した農地パトロール推進会議においても、速やかに総会で非農地判断する

として報告したものです。

○議長
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議案第２７号の説明が終わりました。

現地調査報告につきましては、平成３１年１月に開催した平成３０年度農地パトロール推進

会議において、既に報告を受けておりますので、省略いたします。

ただいまの議案第２７号の事務局説明につきまして、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・

ご意見ございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２７号は、農地法第２条第１項の農地に該当しないと判断するこ

とに賛成の諸君の挙手を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２７号は、農地法第２条第１項の農地に該当しないと判断することに決定い

たしました。

暫時休憩いたします。

【市農業振興課ほか担当者着席】

○議長

会議を再開いたします。

日程第１４、議案第２８号「由利本荘農業振興地域整備計画の変更案に対する意見について」

を議題とし、最初に変更案の概要につきまして、別冊の添付資料に基づき、市農業振興課担当

者の説明を求めます。

○市農業振興課担当者

由利本荘農業振興地域整備計画変更案の内容を説明しますので、添付資料１ページの整備計

画変更内容書をご覧ください。本日ご意見をいただく変更案件はご覧の９件です。

変更箇所は、対図番号「本１」、所在は荒町字真城６４番１、６４番２、６５番１、６５番

２、６６番１、６６番２、面積は３，０６７㎡、介護福祉施設建設のための除外申請です。「本

１」につきましては、昨年８月に除外申請があったもので、その後１１月に取り下げされ、こ

のたび計画変更して再度申請されたものです。

次に、対図番号「本２」、所在は荒町字真城２１０番１、２１０番４、２１０番５、２１１

番１、２１１番２、２１２番、面積は３，０００㎡、資材置場増設のための除外申請です。

次に、対図番号「本３」、所在は滝ノ沢字新岡崎４０番、面積は３８２㎡、駐車場増設のた

めの除外申請です。

次に、対図番号「本４」、所在は松ヶ崎字高野２０３番３、２２４番１、２２５番１、

２２６番１、２３２番１、面積は１，７４３㎡、基盤整備のための編入申請です。

次に、対図番号「矢１」、所在は矢島町川辺字上ノ平７番２ほか、合計で２６筆、面積は

２３，００７．７㎡、基盤整備のための編入申請です。

次に、対図番号「大１」、所在は新沢字水無６１番ほか９筆、面積は７，８８６㎡、杉植林

のための除外申請です。

次に、対図番号「大２」、所在は平岫字下谷地１６２番１、面積は８，１１６㎡、太陽光発

電設備建設のための除外申請です。

次に、対図番号「西１」、所在は西目町沼田字新道下５２２番、面積は１，６９２㎡、太陽

光発電設備建設のための除外申請です。

対図番号「西２」、所在は西目町沼田字新道下５２３番、５２４番、５２６番、５２９番、

５３０番、面積は１４，１８４㎡、太陽光発電設備建設のための除外申請です。

次に４ページをご覧ください。変更となった場合の整備計画書は表のとおりです。

本荘地域の区域番号「本Ｃ２」、大字荒町の除外する土地欄の真城へ朱書きの６４番１から

６６番２、及び２１０番１から２１２番までの１２筆が加わります。

同じく本荘地域の区域番号「本Ｄ８」、大字滝ノ沢の除外する土地欄の新岡崎へ朱書きの

４０番が加わります。
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また、区域番号「本Ｇ５」、松ヶ崎の高野については農用地への編入案件でございますので、

除外する土地欄から２０３番３、２２４番１、２２５番１、２２６番１、２３２番１が削除さ

れます。

次に、矢島地域の区域番号「矢Ａ５」、矢島町川辺の布目、小板戸、上ノ平についても、編

入案件でありますので、ご覧のように地番が削除されます。

なお、小板戸につきましては、現状では全域が除外する土地となっておりますが、今回の編

入が決定した場合には、編入された地番以外の農地地番が除外する土地欄に掲載されることに

なります。また、次のページ「矢Ａ５」の用途区分の農地に小板戸が加わります。

次に、大内地域の区域番号「大Ｂ２」、大字新沢の除外する土地欄の水無へ朱書きの６１番

から７８番までのご覧の１０筆が加わります。

同じく大内地域の区域番号「大Ｂ１０」、大字平岫の除外する土地欄へ朱書きの下谷地

１６２番１が加わります。

最後に、西目地域の区域番号「西Ａ２」、大字西目町沼田の除外する土地欄の新道下へ朱書

きの５２２番、５２３番、５２４番、５２６番、５２９番、５３０番が加わります。

以上が変更案の概要です。

○議長

次に、個別の変更内容につきまして、担当者の説明を求めます。はじめに、対図番号「本１」

につきまして、担当者の説明を求めます。

○市農業振興課担当者

添付資料６ページをご覧ください。申請地の所在は荒町字真城６４番１から６６番２までの

計６筆、面積は３，０６７㎡です。

次に７ページをご覧ください。申請地は由利本荘市役所小友出張所から南東へ約４５０ｍに

位置します。現況地目は田、変更の種別は除外で、変更理由は介護福祉施設建設のためです。

農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項各号の各要件にあたるか検討した結果につ

いてご説明いたします。

まず、必要性、代替性の有無についてですが、申請地はＡ社による介護福祉施設等の建設計

画地の一部に当たります。建設計画全体においては、特別養護老人ホーム、サービス付き高齢

者住宅、グループホーム、看護小規模多機能型居宅介護施設を各１棟ずつ、計４棟に加え、敷

地内に学生寮や多目的ホール、公園の整備も計画しており、合計で１８，０００㎡以上の土地

を必要とします。このことから、候補地選定においては必要面積を確保できることを第一の条

件とし、さらに施設利用者の視点から交通の利便性が良いこと等の条件を加え検討を行いまし

たが、当申請地及び隣接する雑種地等を併せて開発する以外に適地がなく申請地が必要であり

ます。また、建物面積は合計で約３，２１９㎡、駐車スペース約１，１６７㎡等、計画規模は

妥当と判断されます。

資料８ページをご覧ください。黄色が農用地区域、青色が転用済地・宅地、茶色が白地農地、

赤色が申請地です。また、開発計画区域を赤の破線で囲って示しております。申請地は西側が

白地、北側及び南側一部が非農地に隣接しており、連坦する農地の縁辺部に位置しているため、

農用地の集団化・作業効率化に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。

さらに、申請地の耕作者は認定農業者ではなく、また、他の地域の担い手による利用集積の

計画もないため、宅地化しても農用地の利用集積に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。

周辺土地改良施設等への影響についてですが、農地が隣接する東側及び南側には道路を設け

ることで緩衝地の役割を果たします。また、雨水は自然浸透及び東側側溝へ排水し、汚水・生

活雑排水は合併浄化槽で処理後東側側溝へ排水することから、周辺の土地改良施設等の機能に

支障を及ぼす恐れはないと判断されます。また、土地改良事業の対象地ではありません。

以上から、農用地区域から除外するために必要な農業振興地域の整備に関する法律第１３条

第２項各号のすべての要件を満たしております。

また、条件とは別ですが、農振除外の申請の際には事前調整として近隣農地の所有者から可

能な限り同意をもらうよう指導していますが、真城６３番１の所有者からはまだ同意を得られ
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ていない状況です。事業者が当該所有者に対して説明と事前調整を行っており、不具合等が発

生した場合は事業者が対応する旨の確約書が提出されています。また、先ほども説明したとお

り、緩衝地を設ける、排水対策等を講じるなどの周辺農地の利用に支障が出ないように事業を

実施するということ、また、今後も開発に関する図面等を所有者に提示し同意を得られるよう

努めていくということについて、事業者から直接当方で確認しています。

○議長

次に、対図番号「本２」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市農業振興課担当者

添付資料９ページをご覧ください。申請地の所在は荒町字真城２１０番１から２１２番まで

の計６筆、面積は３，０００㎡です。

次に１０ページをご覧ください。申請地は由利本荘市役所小友出張所から南へ約５００ｍに

位置します。現況地目は田、変更の種別は除外で、変更理由は資材置場増設のためです。

農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項各号の各要件にあたるか検討した結果につ

いて説明いたします。

まず、必要性、代替性の有無についてですが、Ｂ社の事業規模の拡大に伴い資材置場の拡張

を計画するものです。現在、申請地東側に隣接する真城２０５番から２０９番２を資材置場と

して利用しておりますが、事業規模拡大により再利用土及びブロックなどの二次製品等が増加

し、現資材置場のみでは手狭となったため、資材置場の拡張を計画しました。資材置場増設の

計画にあたり、会社又は現資材置場の近隣に位置していることや、必要面積を確保できること

等を条件に検討を行いましたが、申請地しか適地はなく除外地が必要であります。また、資材

置場面積２，０００㎡、緩衝地及び重機回遊路１，０００㎡は必要最小限の面積であり、規模

は妥当と判断されます。

資料１１ページをご覧ください。色分けについては図面左上の凡例のとおりです。申請地は

東側が現資材置場、北側が農振白地に接しており、連坦する農地の縁辺部に位置していると判

断されるため、農用地の集団化・作業効率化に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。

また、申請地はＣ集落営農組合が水稲を作付けしている農地でありますが、当該集落営農の

水稲作付面積約２７haに占める申請地面積の割合が約１％ほどと僅かであります。さらに、他

の地域の担い手による利用集積の計画もないため、農用地の利用の集積に支障を及ぼす恐れは

ないと判断されます。

周辺土地改良施設等への影響につきましては、農地が隣接する北側、西側及び南側に緩衝地

を設け土砂流出を防止します。雨水は自然浸透のほか、自然流下により既設排水路へ排水する

ため、周辺土地改良施設等の機能に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。また、土地改良

事業の対象地ではありません。

以上から、農用地区域から除外するために必要な農業振興地域の整備に関する法律第１３条

第２項各号のすべての要件を満たしております。

○議長

次に、対図番号「本３」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市農業振興課担当者

添付資料１２ページをご覧ください。申請地の所在は滝ノ沢字新岡崎４０番、面積は３８２

㎡です。

１３ページをご覧ください。申請地は石沢小学校から北へ約７５０ｍに位置します。現況地

目は田、変更の種別は除外で、変更理由は駐車場増設のためです。

農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項各号の各要件にあたるか検討した結果につ

いて説明いたします。

必要性、代替性の有無についてですが、本申請はＤ社おける駐車場の増設を計画するもので

あります。工場の駐車場の現状としては、従業員１１人に対し９台分の駐車スペースしかなく、
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来客用のスペースも確保できておりません。また、配送業者の大型トラックからの積み降ろし

に支障を来しており、大型トラックが２台同時の場合は通行の妨げになっている状況でありま

す。駐車場増設の計画にあたり、従業員及び来客者の利便性を考慮し、工場近隣の土地で検討

を行いましたが、申請地及び申請地に隣接する白地を合わせて駐車場にすることが最も利便性

が高いと判断され、また、他に適地がなかったため除外地が必要であります。白地を含めた計

画規模全体として１８台駐車可能な駐車スペース約２２５㎡、車両の通行及び転回スペース

４８９㎡、合計７１４㎡は必要最小限の面積であり、規模は妥当と判断されます。

資料１４ページをご覧ください。色分けについては図面左上の凡例のとおりです。申請地は

南側が道路、北側が白地農地に接しております。周辺には宅地及び山林が広がっていることか

ら、農用地の集団化・作業効率化に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。

また、申請地の耕作者は認定農業者ではなく、他の地域の担い手による利用集積の計画もな

いため、農用地の利用の集積に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。

周辺土地改良施設への影響につきましては、雨水は自然流下により北側及び南側の側溝を経

由し、既設排水路へ排水します。また、汚水・生活雑排水は発生しないため周辺土地改良施設

等の機能に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。また、土地改良事業の対象地ではありま

せん。

以上から、農用地区域から除外するために必要な農業振興地域の整備に関する法律第１３条

第２項各号のすべての要件を満たしております。

○議長

次に、対図番号「本４」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市農業振興課担当者

添付資料１５ページをご覧ください。申請地の所在は松ヶ崎字高野２０３番３、２２４番１、

２２５番１、２２６番１、２３２番１、面積は１，７４３㎡です。現況地目は田及び畑、変更

の種別は編入です。

続いて１７ページをご覧ください。赤色の編入箇所は、団地化された農用地に介在しており

ます。現況も概ね農地として適正に管理されておりますが、今後基盤整備を行い、農地として

継続利用する計画であるため編入するものであります。

○議長

対図番号「本１」から「本４」までの説明が終わりました。これより、現地調査を行った結

果につきまして、ご報告をお願いいたします。

調査員、５番・冨樫公一委員。

○５番（冨樫公一委員）

議案第２６号と同日に現地調査を行ってきました。

まずはじめに「本１」についてご報告いたします。添付資料７ページの位置図をご覧くださ

い。申請地は由利本荘市役所小友出張所から南東へ約４５０ｍに位置し、北側、南側は宅地、

西側・東側は農地となっております。

農振農用地除外後の転用計画では、用地造成については約１０ｃｍから５０ｃｍほどの土盛

りを施しますが、東側及び南側に設置される市道が緩衝地の役割を果たすため、隣接農地への

影響はありません。汚水及び生活雑排水は合併浄化槽で処理したのち東側側溝へ排水します。

雨水は自然浸透及び自然流下し東側側溝へ排水します。

続きまして、「本２」についてご報告いたします。添付資料１０ページの位置図をご覧くだ

さい。申請地は由利本荘市小友出張所から南へ約５００ｍに位置し、北側、西側、南側は農地、

東側は雑種地となっております。

農振農用地除外後の転用計画では、用地造成については３０ｃｍほどの土盛りを施しますが、

畦畔までの高さに及ばないため隣接農地への影響はありません。隣接地との十分な緩衝地を設

けます。汚水及び生活雑排水は発生しません。雨水は自然浸透及び自然流下し北側水路へ排水
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します。

続きまして、「本３」についてご報告いたします。添付資料１３ページの位置図をご覧くだ

さい。申請地は由利本荘市立石沢小学校から北へ約７５０ｍに位置し、西側、南側は道路、東

側、北側は農地となっております。

農振農用地除外後の転用計画では、用地造成については６０ｃｍほどの土盛りを施しますが、

畦畔と同じ高さにするため近隣農地への支障はありません。汚水及び生活雑排水は発生しませ

ん。雨水は自然流下し南側及び北側側溝へ排水します。

「本１」から「本３」までの農振農用地からの除外については、先ほど説明があったとおり、

他の農用地の集団化、作業の効率化、農業用施設の機能等、農業上の利用に支障を及ぼす恐れ

がないことを確認してきました。

以上により、周辺農地にかかる営農条件への支障は問題ないものと確認してきました。

続きまして、「本４」についてご報告いたします。添付資料１６ページの位置図をご覧くだ

さい。申請地はＪＲ羽後亀田駅から北西へ約３００ｍから５００ｍに位置します。

１７ページの詳細図面と併せて現地を確認したところ、農地として適正に管理されており、

営農計画上、今後も適正な管理のもと活用されていく農地であると認められることから、問題

がないものと確認して参りました。

○議長

ご苦労さまでした。

次に、対図番号「矢１」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市矢島総合支所産業課担当者

添付資料１８ページをご覧ください。申請地の所在は矢島町川辺字上ノ平、小板戸及び布目

のご覧の地番のとおりで、面積合計は２３，００７．７㎡、変更の種別は編入です。

続いて２０ページをご覧ください。赤色の編入箇所は団地化された農用地の中及びその近隣

に介在しております。現況も農地として適正に管理されているところがほとんどですが、一部

宅地や原野も含め、今後基盤整備を行い、農地として継続利用する計画であるため編入するも

のであります。

○議長

対図番号「矢１」の説明が終わりました。これより、現地調査を行った結果につきまして、

ご報告をお願いいたします。

調査員、９番・畑山留美子委員。

○９番（畑山留美子委員）

去る３月１２日午前９時より、私と佐々木知榮委員と事務局の佐々木主任の３人で現地調査

を行ってきました。

対図番号「矢１」について報告いたします。添付資料１９ページの配置図をご覧ください。

申請地は矢島総合支所から北へ約３．７ｋｍに位置しています。

農振農用地への編入については、先ほど説明があったとおり、現況が農地である場所は適正

に管理されています。現況が宅地と原野である場所も基盤整備をして農地にすることで、周囲

の農地と一体して活用できることを確認してきました。

以上により、周辺農地にかかる営農条件への支障は問題ないものと確認してきました。

○議長

ご苦労さまでした。

次に、対図番号「大１」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市大内総合支所産業課担当者

添付資料２１ページをご覧ください。申請地の所在は新沢字水無６１番から７８番までの計
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１０筆、面積は７，８８６㎡です。

次に２２ページをご覧ください。申請地は大内総合支所下川大内出張所から北西へ約２ｋｍ

に位置します。現況地目は田、変更の種別は除外で、変更理由は杉の植林のためです。

農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項各号の各要件にあたるか検討した結果につ

いて説明いたします。

まず、必要性、代替性の有無について、申請地は沢沿いに位置し日当たりが悪く耕作条件は

良好ではありません。また、申請者は高齢となったことから規模縮小を考えており、新たな受

け手もおらず、土地を有効活用する観点から杉の植林を計画しました。この計画は森林組合と

相談を重ねる中でいきついた結論であり、苗木の購入、枝払い、伐採は森林組合へ依頼し、申

請者は下刈りを年一回行う予定です。そして、杉は森林組合へ販売します。本計画を実行する

にあたり申請地面積の規模は妥当であると判断されます。

続いて、資料２３ページを見ていただくと、黄色が農用地区域、緑色が山林・原野、赤色が

申請地となっています。申請地に隣接する水無６０番、７９番の農地については、すでに山林

原野化しており、面積も小さく、所有者は今後耕作する意向を示しておりません。また、申請

地に挟まれた水無６２番の農地については、数十年前から耕作されておらず、所有者は今後耕

作する意向を示しておりません。なお、申請地南側に位置する農道は管理が行き届いており、

隣接農地への侵入等を阻害する計画ではないため、農用地の集団化、農作業の効率化に支障を

及ぼす恐れは認められないと判断されます。仮に、隣接農地において耕作を再開する意向が示

された場合は、耕作者と相談し、耕作の妨げとならないよう適宜杉を伐採する予定であります。

申請地の耕作者は担い手ではなく、他の担い手農家による利用集積の計画もありません。ま

た、申請地は沢沿いに孤立して位置しているため、農用地の利用集積に支障を及ぼす恐れはな

いと判断されます。

土地改良施設等への影響につきましては、汚水及び生活雑排水は発生しないため、既存施設

の機能に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。なお、申請地は土地改良事業等の工事は行

われておりません。

以上から、農用地区域から除外するために必要な農業振興地域の整備に関する法律第１３条

第２項各号のすべての要件を満たしております。

○議長

次に、対図番号「大２」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市大内総合支所産業課担当者

添付資料２４ページをご覧ください。申請地の所在は平岫字下谷地１６２番１、面積は

８，１１６㎡です。

次に２５ページをご覧ください。申請地は大内総合支所下川大内出張所から北東へ約４ｋｍ

に位置します。現況地目は畑、変更の種別は除外で、変更理由は太陽光発電設備建設のためで

す。

農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項各号の各要件にあたるか検討した結果につ

いて説明いたします。

必要性、代替性の有無についてですが、本案件は、再生可能エネルギー事業を取り扱うＥ社

が太陽光発電設備の建設を計画するものであります。

太陽光発電は耐用年数である２０年から３０年間は十分に発電が可能であり、長期にわたり

安定した電力供給が可能なため、Ｅ社は太陽光発電設備を日本における有効的な資産と考え、

秋田県内においても多数の太陽光発電所の建設を計画しております。そのうちの一つとして、

当申請地での建設が計画されました。

建設計画にあたり、日照条件の良さや必要面積を確保できること等を条件に、申請地を含め

４箇所で検討を行っておりますが、申請地以外に適地がなく申請地以外の土地をもって代える

ことが困難であると判断されます。また、太陽光発電設備１２０基を設置する計画に対し、申

請地面積は必要最小限であり、規模は妥当と判断されます

続いて、資料２６ページを見ていただくと、黄色が農用地区域、青色が転用済地及び宅地、



- 18 -

緑色が山林・原野、赤色が申請地となっています。申請地は連坦した圃場から離れた箇所に位

置し、山林原野に囲まれており、農用地の集団化、農作業の効率化に支障を及ぼす恐れはない

と判断されます。

申請地は認定農業者が管理している農地でありますが、耕作条件が悪く現在は水田台帳から

削除しています。また、申請地は連坦された農地ではないため、担い手の農地利用集積への支

障はないと判断されます。

土地改良施設等への影響につきましては、汚水及び生活雑排水は発生しないため、既存施設

の機能に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。なお、申請地は土地改良事業等の工事は行

われておりません。

以上から、農用地区域から除外するために必要な農業振興地域の整備に関する法律第１３条

第２項各号のすべての要件を満たしております。

○議長

対図番号「大１」から「大２」までの説明が終わりました。これより、現地調査を行った結

果につきまして、ご報告をお願いいたします。

調査員、４番・眞坂平通委員。

○４番（眞坂平通委員）

去る３月８日午前９時３０分より、私と佐々木亨農業委員、庶務班の佐藤主事の３人で現地

調査を行ってきました。

はじめに対図番号「大１」についてご報告いたします。添付資料２２ページの位置図をご覧

ください。申請地は大内総合支所下川大内出張所から北西へ約２ｋｍに位置し、北側及び東側

は河川、西側は山林、南側は農道となっていました。

農振農用地からの除外については、先ほど説明があったとおり、他の農用地の集団化、作業

の効率化、農業用施設の機能等、農業上の利用に支障を及ぼす恐れがないことを確認してきま

した。

農振農用地除外後の被害防除計画では、隣接地との間に十分な緩衝地を設け、隣地を保護す

るとともに、耕作の妨げとならないよう適宜杉を伐採する予定です。汚水及び生活雑排水は発

生せず、雨水は自然流下により既存用水路へ排水します。

以上により、周辺農地にかかる営農条件への支障は問題ないものと確認してまいりました。

次に、対図番号「大２」についてご報告いたします。添付資料２５ページの位置図をご覧く

ださい。申請地は大内総合支所下川大内出張所から北東へ約４ｋｍに位置し、北側は原野、東

側・南側は山林、西側は農道となっていました。

農振農用地からの除外については、先ほど説明があったとおり、他の農用地の集団化、作業

の効率化、農業用施設の機能等、農業上の利用に支障を及ぼす恐れがないことを確認してきま

した。

農振農用地除外後の被害防除計画では、ネットフェンスの設置や隣接地との間に十分な緩衝

地を設け、隣接地への事故や悪影響を防止します。汚水及び生活雑排水は発生せず、雨水は自

然流下により敷地内で自然浸透します。

以上により、周辺農地にかかる営農条件への支障は問題ないものと確認してまいりました。

○議長

ご苦労さまでした。

次に、対図番号「西１」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市西目総合支所産業課担当者

添付資料２７ページをご覧ください。申請地の所在は西目町沼田字新道下５２２番、面積は

１，６９２㎡です。

次に２８ページをご覧ください。申請地は西目総合支所から北東へ約７００ｍに位置します。

現況地目は畑、変更の種別は除外で、変更理由は太陽光発電設備建設のためです。
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農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項各号の各要件にあたるか検討した結果につ

いて説明いたします。

まず、必要性、代替性の有無についてですが、変更後の土地利用者であるＦ社は再生可能エ

ネルギー事業を取り扱っており、長期的に安定した電力供給が可能な太陽光発電設備を日本に

おける有効な資産として考え、県内でも多数の建設を計画をしています。当申請地もそのうち

の一つとして、太陽光発電設備建設が計画されたものです。

建設計画にあたり、太陽光発電設備敷地・通路・緩衝地として全体で１，６００㎡程度の面

積を必要としており、除外地の規模は妥当と判断されます。また、申請地を含め４箇所で検討

を行いましたが、申請地周辺には建物がないため長時間の日照と事業に必要な面積を確保でき、

また、地権者からの同意も得られたことから、当申請地の利便性が最も高く申請地以外の土地

をもって代えることが困難であると判断されます。

また、資料２９ページをご覧いただくと、黄色が農用地区域、青色が転用済地及び宅地、緑

色が山林及び原野、赤い部分が申請地となっています。申請地の東側及び南側は山林及び雑種

地に囲まれており、北側及び西側は山林を挟んで集団的な農地となっておりますが、今現在耕

作はされていないため、農用地の集団化等に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。

申請地において現在耕作している者はおらず、また、担い手による集積計画もないため、担

い手の農地利用集積への支障はないと判断されます。

土地改良施設等への影響につきましては、ネットフェンスの設置、隣接地との間に十分な面

積を設けることにより、周辺への悪影響や事故を防止します。汚水・生活雑排水は発生せず、

雨水は自然流下により自然浸透するため、支障を及ぼす恐れはないと判断されます。申請地と

その周辺における土地改良事業等は実施されていません。

以上から、農用地区域から除外するために必要な農業振興地域の整備に関する法律第１３条

第２項各号のすべての要件を満たしております。

○議長

次に、対図番号「西２」につきまして、担当者の説明を求めます。

○市西目総合支所産業課担当者

添付資料３０ページをご覧ください。申請地の所在は西目町沼田字新道下５２３番から

５３０番までの５筆で、面積は１４，１８４㎡です。

次に３１ページをご覧ください。申請地は西目総合支所から北東へ約７００ｍに位置します。

現況地目は畑、変更の種別は除外で、変更理由は太陽光発電設備建設のためです。

農業振興地域の整備に関する法律第１３条第２項各号の各要件にあたるか検討した結果につ

いて説明いたします。

まず、必要性、代替性の有無についてですが、変更後の土地利用者であるＧ社は再生可能エ

ネルギー事業を取り扱っており、長期的に安定した電力供給が可能な太陽光発電設備を日本に

おける有効な資産として考え、県内でも多数の建設を計画をしています。当申請地もそのうち

の一つとして、太陽光発電設備建設が計画されたものです。

建設計画にあたり、太陽光発電設備敷地・通路・緩衝地として全体で１４，０００㎡程度の

面積を必要としており、除外地の規模は妥当と判断されます。また、申請地を含め４箇所で検

討を行いましたが、申請地周辺には建物がないために長時間の日照と事業に必要な面積の確保

ができ、また、地権者からの同意も得られたことから、当申請地の利便性が最も高く申請地以

外の土地をもって代えることが困難であると判断されます。

また、資料３２ページをご覧いただくと、黄色が農用地区域、青色が転用済地及び宅地、緑

色が山林及び原野、赤い部分が申請地となっています。申請地の東側及び南側は山林及び雑種

地に囲まれており、北側及び西側は山林を挟んで集団的な農地となっておりますが、今現在耕

作はされていないため、農用地の集団化等に支障を及ぼす恐れはないと判断されます。

申請地において現在耕作しているものはおらず、また、担い手による集積計画もないため、

担い手の農地利用集積への支障はないと判断されます。

土地改良施設等への影響につきましては、ネットフェンスの設置、隣接地との間に十分な面
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積を設けることにより、周辺への悪影響や事故を防止します。汚水・生活雑排水は発生せず、

雨水は自然流下により自然浸透するため、支障を及ぼす恐れはないと判断されます。申請地と

その周辺における、土地改良事業等は実施されていません。

以上から、農用地区域から除外するために必要な農業振興地域の整備に関する法律第１３条

第２項各号のすべての要件を満たしております。

○議長

対図番号「西１」から「西２」までの説明が終わりました。これより、現地調査を行った結

果につきまして、ご報告をお願いいたします。

調査員、２１番・齋藤誠委員。

○２１番（齋藤誠委員）

対図番号「西１」及び「西２」については隣接している土地であるため、一括して報告いた

します。

去る３月６日午前９時より、私と三浦善信推進委員、庶務班の髙橋主事の３人で現地調査を

行ってきました。

添付資料２８ページ及び３１ページの配置図をご覧ください。申請地は西目総合支所から北

東へ約７００ｍに位置し、北側及び西側は山林を挟んで農地、東側及び南側は山林及び雑種地

となっていました。

農振農用地からの除外については、先ほど説明があったとおり、他の農用地の集団化、作業

の効率化、農業用施設の機能等、農業上の利用に支障を及ぼす恐れがないことを確認してきま

した。

農振農用地除外後の被害防除計画では、ネットフェンスと緩衝地を設け隣接地への事故や悪

影響を防止します。汚水及び生活雑排水は発生しません。雨水は自然流下により敷地内自然浸

透します。

以上により、周辺農地にかかる営農条件への支障は問題ないものと確認してまいりました。

○議長

ご苦労さまでした。

ここで、事務局より農地法に基づく説明を求めます。

○事務局

ただいま説明がありましたとおり、農振農用地除外の案件は農地転用の申請を前提としてお

りますので、農地法の規定による農地転用許可基準のうち、農地区分等の立地基準について説

明いたします。

はじめに添付資料の７ページをご覧ください。対図番号「本１」については、農振農用地除

外後の農地区分は、由利本荘市役所小友出張所から南東に約４５０ｍに位置することから第２

種農地と判断します。

続きまして、１０ページをご覧ください。対図番号「本２」については、農振農用地除外後

の農地区分は、由利本荘市役所小友出張所から南へ約５００ｍに位置することから、第２種農

地と判断します。

対図番号「本１」及び「本２」は第２種農地であることから、申請にかかる農地に代えて周

辺の他の土地を供することにより当該申請にかかる事業の目的を達成することができる場合に

は原則として許可できないとされていますが、先ほど説明されたとおり、事業目的、事業面積、

立地場所等を勘案し、申請地周辺には申請内容を達成することが可能な農地以外の土地はない

と認められます。

続きまして、１３ページをご覧ください。対図番号「本３」については、農振農用地除外後

の農地区分は、概ね１０ｈａ以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから第１

種農地に区分されると判断され、原則として許可できませんが、不許可の例外である「住宅そ

の他申請にかかる土地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設で
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集落に接続して設置されるもの」に該当します。

続きまして、２２ページをご覧ください。対図番号「大１」については、農振農用地除外後

の農地区分は、周囲を山林等に囲まれた小規模農地であり、「第１種農地又は第３種農地のい

ずれにも該当しない農地」に区分されると判断され、第２種農地と判断します。

続きまして、２５ページをご覧ください。対図番号「大２」については、農振農用地除外後

の農地区分は、周囲を山林等に囲まれた小規模農地であり、「第１種農地又は第３種農地のい

ずれにも該当しない農地」に区分されると判断され、第２種農地と判断します。

続きまして、２８ページ及び３１ページをご覧ください。対図番号「西１」及び「西２」に

ついては、隣接している土地であるため一括して説明いたします。農振農用地除外後の農地区

分は、住宅の用若しくは事業の用に供する施設又は公共施設若しくは公益的施設が連坦してい

る区域に隣接する区域内にある農地の区域で、その規模がおおむね１０ｈａ未満である農地で

あるため第２種農地と判断します。

対図番号「大１」、「大２」、「西１」及び「西２」は第２種農地であることから、申請にか

かる農地に代えて周辺の他の土地を供することにより当該申請にかかる事業の目的を達成する

ことができる場合には原則として許可できないとされていますが、先ほど説明されたとおり、

事業目的、事業面積、立地場所等を勘案し、申請地周辺には、申請内容を達成することが可能

な農地以外の土地はないと認められます。

以上７件とも、農地転用申請がされた場合には、立地基準上は許可相当と判断されます。ま

た、転用目的等の一般基準については、申請内容を確認するとともに、詳細な審査を行い、総

会でご審議いただきたいと思います。

○議長

ただいまの議案第２８号の事務局説明、現地調査報告につきまして、ご質問・ご意見を承り

ます。ご質問・ご意見ございませんか。

【１５番手を挙げる】

○議長

１５番・小松幸夫委員。

○１５番（小松幸夫委員）

「西１」と「西２」は隣接する農地ですがに別々に申請されています。まとめて申請しない

理由が何かありますか。

○議長

市西目総合支所産業課担当者。

○市西目総合支所産業課担当者

「西１」と「西２」は事業者がそれぞれ別の法人であることから、別々に区分したものです。

○議長

１５番いかがですか。他にございませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２８号は、原案が適当と認め、異存ない旨の意見を付して由利本

荘市長に回答することに賛成の諸君の挙手を求めます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２８号は、原案が適当と認め、異存ない旨の意見を付して由利本荘市長に回

答することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。
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【市農業振興課ほか担当者退席】

○議長

会議を再開いたします。

日程第１５、議案第２９号「平成３１年度下限面積（別段の面積）について」を議題とし、

事務局より説明を求めます。

○事務局

平成３１年度の農地を取得する際の下限面積について説明いたします。農地法第３条第２項

第５号の下限面積について、平成３１年度は次のとおり決定したいので意見を求めます。

（１）特定の区域に限定した設定につきましては、由利本荘市全域を設定区域とし、設定面

積を２０アールとしたいものです。

（２）空き家に付随した農地に限定した設定につきましては、その面積を１アールとしたい

ものです。

設定理由としては、耕作意欲のある者の参入を促し、遊休農地の解消及び発生の未然防止に

資するためです。よろしくお願いします。

○議長

議案第２９号の説明が終わりましたので、ご質問・ご意見を承ります。ご質問・ご意見ござ

いませんか。

【「なし」の声あり】

ご質問・ご意見ないものと認めます。

お諮りいたします。議案第２９号は、原案どおり決定することに、賛成の諸君の挙手を求め

ます。

【挙手全員】

挙手全員であります。

よって、議案第２９号は、原案どおり決定いたしました。

○議長

この際、お諮りいたします。今総会で決定されました議案において、その字句、数字、その

他文案等の整理を要するものにつきましては、その整理を議長に委任されたいと思います。こ

れに、ご異議ございませんか。

【「異議なし」の声あり】

ご異議ないものと認めます。よってそのように決定いたしました。

以上をもちまして、本日の議事日程は、すべて終了いたしました。これをもちまして、本日

の会議を閉会いたします。

（午後４時３０分閉会）
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